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ＶＯＬＣＡＮＯ社製ＳｙｎｃＶｉｓｉｏｎの有用性 

【はじめに】当院では 2014年 7月よりＶＯＬＣＡＮＯ社製ＳｙｎｃＶｉｓｉｏｎを導入し簡易的なＱＣＡ、病変部の強調機能システ

ムやＩＶＵＳ画像とシネ画像を同期させられるシステムなどを利用してＰＣＩをより円滑に進められたので報告する。【内容】

ＶＯＬＣＡＮＯ社製ＳｙｎｃＶｉｓｉｏｎは大きく分けて 2つの機能があり 1つは〈Ａｎｇｉｏ+〉という機能で、もう 1つは〈Ｃｏ Ｒｅｇｉｓｔ

ｒａｔｉｏｎ〉という機能である。〈Ａｎｇｉｏ+〉の中には簡易的にＱＣＡができるシステムと病変部を強調できるＶＥ（ＶｅｓｓｅｌＥｎｈａ

ｎｃｅｍｅｎｔ）というシステムがあり当院ではこのＶＥを多用している。 〈Ｃｏ Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ〉については、ＩＶＵＳ画像とシネ

画像を同期させ病変部の特定、病変の長さ、計測など容易にできる機能である。 ＣＡＧの際にオンラインで簡易的に狭

窄部の評価やＰＣＩの際は分岐部病変やＳＴＥＮＴ留置の位置・オーバーラップさせる位置など強調画面での操作が可能

となったことや、手動録画のＩＶＵＳだが病変長が正確に計測できる点など多数の画期的なシステムによりＰＣＩが円滑なお

かつ的確に進められるようになった。【まとめ】ＳｙｎｃＶｉｓｉｏｎを導入したことによりＰＣＩが的確に進められるようになりとても

有用であった。 

 


